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対象者のスキル獲得のための ABCモデル 

レベル A 

環境に混乱し、変化や見通しが

持てない、不安がある 

レベル B 

行動が身についていない 

レベル C 

動機づけややる気の問題がある 

⇩ ⇩ ⇩ 

見通しの持てる環境を整える 行動を教える 結果を明確にする 

・環境整備 

・日課の見直しと見える化 

・活動の終わりの見える化 

・活動のやり方の見える化 

・コミュニケーションの見える化 

・行動の結果の見える化 

・ルールの見える化 

・４つのレッスンの種類 

反復、順序、自立、対人型 

・反復型レッスンと弁別訓練 

同一から恣意的マッチング 

・順序型と課題分析、連鎖化 

・プロンプト＆フェイディング 

・シェイピング 

・スモールステップ 

・エラー修正（反復、順序） 

・エラーレス指導 

・好子と嫌子アセスメント 

・仲良しの法則 

・楽しみは後回し 

・即時強化と言語称賛・叱責 

・分化強化 

・視覚的強化システム：トークン 

・視覚的弱化システム 

・行動モーメンタム 

 

 

対象者とのコミュニケーションを支援する 7つ道具 

レベル A 

対象者は、変化に混乱したり、見通

しが持てなかったりして困っている 

レベル B 

対象者は、自分から意思を伝えら

れずに困っている 

レベル C 

対象者は、結果の見通しが持て

なくて、うまく行動できない 

１． 環境整備 

・混乱環境刺激アセスメント 

２． 予定と変更の見える化 

・理解モードのアセスメント 

・視覚的指示応答トレーニング 

・スケジュール操作トレーニング 

３． 活動の終わりの見える化 

４． 活動のやり方の見える化 

５． コミュニケーションの見える化 

・表出モードのアセスメント 

・好子、日課、環境アセスメント 

・2人制プロンプト（自発） 

・交換、距離、弁別、文構成 

６．良い行動に好ましい結果、 

間違った行動に好ましくない 

結果の見える化 

７．ルールの見える化 
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スキル獲得のための ABCモデル 

日付：              記入者： 

対象者：                  年齢：                 所属： 

障害区分や診断名： 

問題となっている事柄： 

問題をもたらす具体的行動や対象とする行動（複数ある場合は番号を付けて記入） 

その行動がうまくいかない原因、どのレベルの問題か？（番号ごとに記入） 

レベル A：環境に混乱、変化や見

通しが持てない、不安がある 

レベル B：行動が十分に身につい

ていない 

レベル C：動機づけややる気の問

題がある 

⇩ ⇩ ⇩ 

環境を整える 行動を教える 結果を明確にする 

・環境整備 

・日課の見直しと見える化 

・活動の終わりの見える化 

・活動のやり方の見える化 

・コミュニケーションの見える化 

・行動の結果の見える化 

・ルールの見える化 

・４つのレッスンの種類 

反復、順序、自立、対人型 

・反復型レッスンと弁別訓練 

同一から恣意的マッチング 

・順序型と課題分析、連鎖化 

・プロンプト＆フェイディング 

・シェイピング 

・スモールステップ 

・エラー修正（反復、順序） 

・エラーレス指導 

・好子と嫌子アセスメント 

・仲良しの法則 

・楽しみは後回し 

・即時強化と言語称賛・叱責 

・分化強化 

・視覚的強化システム：トークン 

・視覚的弱化システム 

・行動モーメンタム 

実際に支援する方法（番号ごとに記入） 

改善の基準やそれを確認する方法 

 


